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2022年以降、 「公的資金による研究データの管理・利活用に関する
基本的な考え方」のための「メタデータ共通項目」がガイドライン
として公開され、継続して更新されている。
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国内の研究データ管理（RDM）の課題

中略 基本的な考え方

推奨されるメタデータ共通項目

内閣府Webサイト
「研究ＤＸ - 科学技術・

イノベーション」
https://www8.cao.go.jp/cstp/kenky

udx.html

大学や研究所などの公的機関は、内閣府のこれらの指針に対応し、
研究データ管理体制を整備する必要がある。

↓
しかし国内の公的機関では、研究データ管理
（RDM; Research Data Management）の

基礎知識やベストプラクティスなどの情報共有が十分ではなく、
対応が困難。
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RDM情報公開サイトの状況

備考URL分野国作成母体ウェブサイト名称No

https://rdmkit.elixir-europe.org/生命科学EUElixirRDMkit1

https://ukdataservice.ac.uk/社会科学UKUKRIUK Data Service2

https://www.icpsr.umich.edu/web/pages/index.html社会科学USUniversity of 
Michigan

ICPSR3

https://www.dcc.ac.uk/社会科学UKUniversity of 
Edinburgh

Digital Curation Centre4

https://www.dataone.org/地球科学US中心CDLほかDataONE5

臨床医学に関するGood Laboratory Practice (GLP) 関連資料などhttps://sharing.nih.gov/生命科学USNational 
Institutes of 
Health

NIH scientific data sharing6

https://www.oecd.org/en/publications/serials/oecd-series-on-
principles-of-good-laboratory-practice-and-compliance-
monitoring_g1gha2d5.html

実験科学InternationalOECDOECD Series on Principles of Good Laboratory Practice 
and Compliance Monitoring

7

https://www.esipfed.org/地球科学USNASA, NOAA and 
USGS

ESIP8

地球科学における実践https://www.agu.org/learn-about-agu/about-agu/open-science地球科学USAGUAGU Open Science9

Educator向けツールキットありhttps://www.ncei.noaa.gov/resources/education環境科学USNCEINCEI Education10

分野横断的なデータ利活用の事例ありhttps://www.earthdata.nasa.gov/地球科学USNASAEarthData11

独NFDIのRDM関連ページhttps://www.konsortswd.de/en/services/research/teaching-training/社会科学GENFDI4SocietyKonsortSWD12

生命科学研究の語彙情報やガイドラインなどの標準を1800件以上収集https://fairsharing.org/search?fairsharingRegistry=Standard生命科学UK中心FAIRsharing teamFAIRsharing13

生命科学研究で出力されるデータのリポジトリ登録などの手法を動画で共有https://togotv.dbcls.jp/result.html?query=データ登録
&type=manual&page=1

生命科学JPDBCLSTogoTV14

九州大学内でのポリシーと対応手順の共有・リンクhttps://rds.dx.kyushu-u.ac.jp/research_data_managementJP九州大学九州大学 研究データ管理支援 ページ15

お茶の水女子大学内でのポリシーと対応手順の共有・リンクhttps://www.ocha.ac.jp/program/menu/research_support/index.htmlJPお茶の水女子大学お茶の水女子大学 研究支援ページ16

京都大学内でのポリシーと対応手順の共有・リンクhttps://rdm.kyoto-u.ac.jp/JP京都大学京都大学における研究データ管理（RDM）17

東京大学内でのポリシーと対応手順の共有・リンク。RDMkitのライフサイクル画像を
引用し表示している。

https://sites.google.com/g.ecc.u-tokyo.ac.jp/osp/home?authuser=0JP東京大学UTokyo Open Science Portal18

RDMに関する冊子データとイベントレポートへのリンクhttps://www.jst.go.jp/ristex/internal_research/rdm/社会科学JPJSTJST RISTEX 研究データマネジメントの取組19

名古屋大学内でのポリシーと対応手順の共有・リンクhttps://rdm.nagoya-u.ac.jp/JP名古屋大学名古屋大学の学術データ管理・公開・利活用20

生命科学データ統合解析環境Galaxyにおけるデータ管理手順https://training.galaxyproject.org/training-material/topics/galaxy-
interface/#st-manage

生命科学InternationalGalaxy projectGalaxy Training!21

太陽圏データの取り扱い方法に関するパスファインダー。データ較正の作法を記述した
テクニカルレポートへの引用など

https://omniweb.gsfc.nasa.gov/地球科学USNASAOMNIWeb Plus22

独社会科学分野の情報提供サイト。RDMkitにコンセプトが類似している。https://rdm-compas.org/en/homepage社会科学GENFDIほかRDM Compas23

国内外の分野・組織ごとに多様なRDMの説明を独自に作成している状況
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欧州の「RDMkit」

欧州ELIXIRが提供する生命科学研究データのRDMに関するトレーニングツール

立場や目的ごとの
・どのようなシナリオに従ってデータ管理するべきか
・最初に手をつけるべきデータ管理プロセスはどこか
・よくある課題
・関連ツール

の情報が、自然文でまとめられている。

https://rdmkit.elixir-europe.org/

国際プロジェクトELIXIR-COVERAGEでは、「RDMkit」サイトから
RDMに関する情報を、CC-BYライセンスで公開している。

この枠組みを利用し、日本国内のRDMを扱う立場や目的ごとに
平易な言葉で情報共有できるための基盤「RDMkit-jp」を構築



以下16ページを作成し、研究
データのライフサイクルや区分か
ら辿れるように配置。

トップページ
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RDMkit-jpの構成

「研究データ管理」に関する
平易な解説

ライフサイクルの図形から
直接説明ページへ移動

ツール＆リソース、教材については、
列挙してページに表示

ページ名分類#
研究者

役割

1
データ管理者:研究2
データ管理者:ポリシー3
データ管理者:インフラ4
識別子

タスク

5
既存データ6
文書化とメタデータ7
ライセンス8
データ管理計画9

データ整理10

データ品質11

データ分析12

データ公開13

データストレージ14

センシティブデータ15

コンプライアンスの監視および測定16

2023年6月公開

https://rdmkit.rcos.nii.ac.jp/
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体系化された内部のコンテンツ

RDM関連語句の平易な
日本語での説明ページ

理由付けや考え方を、
利用者の立場に立って説明

言及されたリソースや関連項
目をリンク
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体系化された内部のコンテンツ

12種のタスクに分けて、
ベストプラクティスとなる例や
ノウハウを記述

欧州版RDMkitの内容を
踏襲しつつ、日本国内
のツールや考え方に置
き換えて表現

1. 識別子
2. 既存データ
3. 文書化とメタデータ
4. ライセンス
5. データ管理計画
6. データ整理
7. データ品質
8. データ分析
9. データ公開
10.データストレージ
11.センシティブデータ
12.コンプライアンスの監視および測定



8

体系化された内部のコンテンツ

4つに分類された役割から
対応シナリオやRDMに
おける行動内容を説明

• 研究者
• データ管理者:研究
• データ管理者:ポリシー
• データ管理者:インフラ



リソースリスト

9

言及されているツールやリソースのリスト。日本国内の情報も追記し、96件が登録。
国内のバイオデータベースについては、Integbioデータベースカタログの説明文を
参照し、作文作業にはChatGPTの提案を利用

言及されている
教材のリスト



• RDMを説明するために必要となる「語彙」が、一般や学術界で
も使われないものが多く、丁寧に説明しても分かりづらい

• RDMkit-jpでは語彙についても説明しているが、冗⾧な記述に
なりがちで「直観的な理解」は難しい・・・
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RDMを日本語で説明した際の気づき

イラストで説明してみては?
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 NEW RDM概念のイラスト化

RDM用語句の概念を専門家が再検討し、
専門イラストレーターに依頼してアイコン画像を作成。

画像はサイトより配布予定
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GitHubを利用した情報更新体制

GitHub
リポジトリ

RDMkit-jp
(ステージング環境)

RDMkit-jp
(本番環境)同期更新、同期

更新管理

RCOS

更新、提案

GitHub Action

スライド教材

登録、更新

（pptファイル→htmlファイル変換＋バージョン情報付加）

API: pptファイル、バージョン情報取得

コミュニティ形成

より詳細なコミュニティの提案や、RDMに対する期待については、
本チームで「現場インタビュー」を実施中。

将来のコンテンツ強化に活かしていく。

GitHubのIssueチケットや、Pullリクエストの仕組みを
利用して、更新の依頼や修正を
迅速に行えるシステム連携の仕組みを搭載



• 2021年に「公的資金による研究データの管理・利活用に関する基本的な
考え方」が公開され、国内で研究データのオープン化が進展するものの、
RDM（研究データ管理）の知識はまだ模索段階

• 欧州ではFAIR原則に基づき、ELIXIRがRDMkitサイトを構築
• 2023年に「RDMkit-jp」を公開し、RDMに関する知識やツール情報を随

時追加
• GitHubを活用したフィードバック機能の導入、教材の簡易アクセス機能

を開発
• イラストによる、イメージしづらいRDM関連情報を追加
• 更なるコンテンツ強化で国内のRDM整備に貢献するサービスを目指す
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まとめ・今後の展望


